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第
1
0
7
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
／
第
23
回
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験

新
役
職
教
員
等
紹
介
／
新
任・昇
任
教
員
紹
介

平
成
26
年
度
福
岡
歯
科
大
学
客
員・臨
床
教
員
紹
介

和
田
忠
子
先
生 

日
本
歯
科
医
学
会
会
長
賞
受
賞

石
川
博
之
教
授
が
日
本
矯
正
歯
科
学
会
理
事
長
に
就
任

定
年
を
迎
え
て
／
福
岡
医
療
短
期
大
学
父
兄
後
援
会
長
改
選

平
成
26
年
度
学
友
会
総
務
委
員
長
決
定

吉
田 

穰
名
誉
教
授
ご
逝
去

慶
煕
大
學
校
歯
科
大
学
の
学
生
訪
問
団
来
学
／
臨
床
薬
理
学
講
義（
第
3
学
年
）に
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
演
習

田
中
芳
彦
教
授
の
研
究
課
題
が
第
46
回
倉
田
奨
励
金
に
採
択

567



福
岡
歯
科
大
学
、福
岡
医
療
短
期
大
学
平
成
２6
年
度
入
学
式

入学式夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

　
　
　
福
岡
歯
科
大
学
へ

岡
医
療
短
期
大
学
の
平
成
26
年
度
入

学
式
が
、4
月
8
日
、福
岡
歯
科
大

学
本
館
講
堂
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。式
辞

の
中
で
栢
豪
洋
短
大
学
長
は「
歯
科
衛
生
学

科
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

医
科
歯
科
総
合
病
院
で
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
や

歯
科
大
学
学
生
と
一
緒
に
臨
床
実
習
を
行

い
ま
す
。ま
た
、保
健
福
祉
学
科
と
歯
科
衛

生
学
科
に
入
学
さ
れ
た
全
学
生
が
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
あ
る
2
つ
の
高
齢
者
施
設
で
介
護
や

口
腔
介
護
の
実
習
を
行
い
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
総
合
病
院
と
2
つ
の
高
齢
者
施
設
を
持

っ
た
短
大
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。施
設
の
み

な
ら
ず
、実
習
内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
、文
部

科
学
省
か
ら
高
い
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
の
仕
事
は
歯
科
の
治
療
の
補

助
は
も
と
よ
り
、予
防
す
る
た
め
の
指
導
や

口
腔
介
護
ま
で
業
務
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。臨
床
実
習
ま
で
に
十
分
に
力
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。保
健
福
祉
学
科
に
入
学
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
2
年
間
介
護
技
術
の
基

本
と
今
年
か
ら
介
護
福
祉
士
の
業
務
と
し

て
認
め
ら
れ
た
医
療
的
ケ
ア
を
し
っ
か
り
学

ん
で
く
だ
さ
い
。ま
た
専
攻
科
に
入
学
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
口
腔
ケ
ア
の
高
度
な

知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
て
、そ
の
知
識
を

患
者
さ
ん
や
後
輩
と
分
か
ち
あ
う
と
と
も

に
向
上
心
と
好
奇
心
を
持
っ
て
、日
本
の
歯

科
衛
生
士
の
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
て

く
だ
さ
い
。」と
述
べ
、希
望
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
た
1
4
5
人（
歯
科
衛
生
学
科
1
0
3

人
、保
健
福
祉
学
科
25
人
、専
攻
科
17
人
）

の
新
入
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

式辞を述べる
北村 憲司大学長

岡
歯
科
大
学
口
腔
歯
学
部・大
学
院
の

平
成
26
年
度
入
学
式
が
4
月
4
日
、来

賓
な
ら
び
に
ご
家
族
の
列
席
の
も
と
福
岡
歯
科

大
学
本
館
講
堂
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。緊
張
の

面
持
ち
の
93
人
の
口
腔
歯
学
部
新
入
生
に
北

村
憲
司
大
学
長
は
、「
歯
と
歯
周
組
織
の
み
を

対
象
と
す
る
歯
科
医
療
で
は
、こ
の
高
齢
社
会

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
は
、は
っ
き
り
し
て
お
り
、

口
腔
歯
学
部
と
い
う
名
称
に
は
、そ
う
い
う
新

し
い
時
代
の
歯
科
医
師
を
育
成
す
る
と
い
う
、

大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。医

学
、医
療
に
興
味
を
持
ち
、『
口
腔
の
健
康
を
通

し
て
、全
身
の
健
康
を
守
る
』歯
科
医
師
と
し

て
、国
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
す
決
心
を
さ
れ
、今
日
の
入
学
式
を
迎
え
ら

れ
た
新
入
生
、並
び
に
編
入
生
の
皆
さ
ん
を
心

か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　
17
人
の
大
学
院
入
学
生
に
対
し
て
、「
皆
さ

ん
は
、福
岡
歯
科
大
学
の
次
の
時
代
を
担
う
後

継
者
で
あ
り
、本

学
の
未
来
は
、皆

さ
ん
の
一
人
ひ
と

り
の
豊
か
な
創
造

性
と
、堅
固
な
哲

学
性
と
、無
限
の

可
能
性
に
委
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
研
究

を
通
じ
て
、人
格

を
磨
く
と
と
も
に
、

科
学
の
発
展
の
一

翼
を
担
っ
て
く
だ

さ
い
。」と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、髙
島
宗

一
郎
福
岡
市
長
か

ら
は
、昨
年
9
月

本
学
に
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
こ
と

に
触
れ
、「
福
岡
市
と
し
て
も
、健
康
長
寿
社
会

の
形
成
と
地
域
社
会
の
活
性
化
を
目
指
し
、と

も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
ら
れ
る
と

と
と
も
に
、新
入
生
に
対
し
、「
今
日
、と
も
に

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
仲
間
と
、誇
り
を

持
っ
て
勉
学
に
励
み
、幅
広
い
教
養
と
深
い
専

門
知
識
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。」と
お
祝
い
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

式辞を述べる
栢 豪洋短大学長

校歌を紹介するグリークラブ

福山 絢子さんによる宣誓

歯科衛生学科 祖父江千穂さんによる宣誓

保健福祉学科 梅本 春希さんによる宣誓

新
し
い
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
、

　
　
　
　
　
福
岡
医
療
短
大

福
岡
歯
科
大
学

福

福
岡
医
療
短
期
大
学

福
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新
入
生
研
修
会

福
岡
歯
科
大
学
／
福
岡
医
療
短
期
大
学

新入生
研修会

月
11
日
、12
日
の
2
日
間
、

平
成
26
年
度
新
入
生
研

修
会
が
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流

の
家
で
実
施
さ
れ
、水
田
常
務

理
事
と
北
村
大
学
長
に
よ
る
講

話
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
キ
ャ
ン
パ
ス

倫
理
に
関
す
る
講
義
、阿
蘇
登

山
や
熊
本
市
大
慈
禅
寺
で
の
座

禅
体
験
な
ど
を
通
し
て
、新
入

生
同
士
や
助
言
教
員
と
の
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

4

月
11
日
、12
日
の
2
日
間
、平
成
26
年
度
新
入
生
研
修
会
が
国

立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
で
実
施
さ
れ
、歯
科
衛
生
学
科
と
保

健
福
祉
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、火
山
噴
火
口
見
学
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
通
し
て
、新
入
生
同
士
、上
級
生
や
教
員
と
の
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

4 福
岡
医
療
短
期
大
学
新
入
生
研
修
会

福
岡
歯
科
大
学
新
入
生
研
修
会

田中健藏理事長、
第23回日本歯科医学会
学術大会（総会）会頭の委嘱を受ける
　4月9日に開催された日本歯科医学会理事会に
おいて、本学園の田中健藏理事長が、第23回日
本歯科医学会学術大会（総会）会頭の委嘱を受
けました。
　当該学術大会（総会）は、日本歯科医師会と日本
歯科医学会が、歯科医学の科学および技術の研
究成果を総合的に普及開発することを目的に、4年
に1度開催している歯科界最大の学術大会です。
※参照：日本歯科医学会ホームページ
http://www.jads.jp/

大学基準協会および
日本高等教育評価機構から大学基準適合の認定
　学校教育法第109条に基づき、すべての大学、短大等は教育研究水
準の向上に向け、文部科学大臣が認証した評価機関による評価（認証評
価）を受けることが義務付けられています。
　福岡歯科大学は、平成25年度、大学基準協会と日本高等教育評価機
構の2つの認証評価機関による認証評価を受け、その結果がこのほど公
表されました。いずれの評価機関からも、「口腔医学」という新しい歯学教
育を行っているとして高い評価を得ました。
　なお、評価結果とともに申請時に基準協会に提出した「自己点検・評価
報告書」、「大学基礎データ集」、日本高等教育評価機構に提出した「自
己評価報告書」「同・資料編」は、広く社会に公開するため、本学ホーム
ページに掲載しています。

歯科衛生
学科

保健福祉
学科

季節の話題Seasonal Topics
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岡
歯
科
大
学
の
第
36
回
口
腔
歯
学
部
卒
業
式
並
び
に
第
26
回
大
学
院
修
了
式

が
、3
月
15
日
午
前
10
時
か
ら
本
館
講
堂
で
執
り
行
わ
れ
、北
村
憲
司
大
学
長

よ
り
口
腔
歯
学
部
卒
業
生
92
人
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
、大
学
院
修
了
生
16
人
に

は
博
士（
歯
学
）の
学
位
記
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

福

第107回歯科医師国家試験

卒業式
修了式

今井 実喜生
安永 まどか
柴田 華衣

《理事長賞》
《学長賞》

学業成績最優秀者

【学位授与日：平成25年7月31日】

乙 第87号

乙 第88号

小笹 竜起
舩越 知行

Tumor-induced lymphangiogenesis in cervical lymph nodes in oral Melanoma-bearing mice

根未完成歯の咬合性外傷における歯周組織および歯根形成に関する実験的研究

【学位授与日：平成26年3月31日】

乙 第89号

乙 第90号

乙 第91号

乙 第92号

中山 敬介
柏村 晴子
德永 哲彦
花田 裕紀

「下顎枝矢状分割術に伴う知覚障害および下歯槽神経血管束の露出と下顎管の走行との関連性についての臨床的研究」－CT画像を用いた下顎管の走行の解析－

試作フッ素系ナノシール剤の耐酸性の向上に関する研究

Disturbance of Periodontal Tissue Caused by Mechanical Compression into the Gingival Col of Streptozotocin-Induced Diabetic Rats

Dynamic changes in cell-surface expression of mannose in the oral epithelium during the development of graft-versus-host disease of the oral mucosa in rats

甲 第242号

甲 第243号

甲 第244号

甲 第245号

甲 第246号

甲 第247号

甲 第248号

甲 第249号

甲 第250号

甲 第251号

甲 第252号

甲 第253号

甲 第254号

甲 第255号

甲 第256号

甲 第257号

【学位授与日：平成26年3月15日】

府川 晃久
堤 貴司
森 南奈
篠﨑 陽介
村上 弘
濵中 一平
内山 貴誠
半田 千恵
友岡 みわ
山本 和子
安野 貴美恵
秦 省三郎
山内 由宣
山之内 香
太田 信敬
長谷 英明

学位記番号 氏　名 学　位　論　文
Reactive oxygen species stimulates epithelial mesenchymal transition in normal human epidermal keratinocytes via TGF-beta secretion

Hyperocclusion Up-regulates CCL3 Expression in CCL2- and CCR2-deficient Mice

Cell viabilities and biodegradation rates of DNA/protamine complexes with two different molecular weights of DNA

Osteogenic Evaluation of DNA/Protamine Complex Paste in Rat Cranial Defects

Association of Caspase-14 and Filaggrin Expression with Keratinization of the Oral Mucosa and Reconstruction Culture Rat Models

Mechanical properties of injection-molded thermoplastic denture base resins

Altered dynamics in the renal lymphatic circulation of type1 and type2 diabetic mice

Evaluation of effects of activator treatment on mandibular growth by analyzing components of condylar growth and mandibular rotation

Distribution of podoplanin-expressing cells in the mouse nervous systems

The effects of implant surface characteristics on surrounding bone: Comparative study of two types of surface characteristics

Zirconia implants with laser surface treatment: peri-implant bone response and enhancement of osseointegration

Proteolytic and non-proteolytic activation of keratinocyte-derived latent TGF-β1 induces fibroblast differentiation in a wound-healing model using rat skin

Fibulin-4 and -5, but not Fibulin-2, are associated with tropoelastin deposition in elastin-producing cell culture

Fibrillin-1 and Fibrillin-2 are essential for formation of thick oxytalan fibers in human nonpigmented ciliary epithelial cells in vitro

In vitro and in vivo expression of aldehyde dehydrogenase 1 in oral squamous cell carcinoma

Three-dimensional finite element analysis of Aramany class IV obturator prosthesis with different clasp designs

学位論文紹介

月18日、厚生労働省から第107回歯科医師国家試験の
結果が発表されました。全国の受験者3,200人中、合格

者2,025人、合格率は63.3％でした。福岡歯科大学からは新卒
者92人及び既卒者43人、計135人が受験し、80人が合格しま
した。合格率は新卒で56.5％、既卒と合わせて59.3％でした。

3
第23回歯科衛生士国家試験
月27日、厚生労働省から第23回歯科衛生士国家試験
の結果が発表されました。福岡医療短期大学・歯科衛

生学科からは卒業生81人（既卒者1人）が受験し、合格者は
78人、合格率は96.3％でした。なお全国の合格率は97.1％
でした。

3

安里 啓
松尾 聡
安東 祐希

熊谷 徹弥
右田 理心

学友会功労者

大学院修了生

国 家 試 験 結 果

第
36
回 

口
腔
歯
学
部
卒
業
式

第
26
回 

大
学
院
修
了
式

答辞を述べる卒業生代表　安里 啓さん
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月
2
日
、韓
国
の
慶
煕
大
學
校

歯
科
大
学
学
生
5
名
と
引
率
の

教
員
1
名
が
来
学
さ
れ
ま
し
た
。2
月

9
日
ま
で
の
本
学
滞
在
期
間
中
、大
学
、

病
院
、口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
各

専
門
分
野
に
関
す
る
講
義
の
受
講
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
体
験
を
通
し
て
、

本
学
の
教
員
や
学
生
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学
は
、ソ
ウ
ル
の

私
立
大
学
の
中
で
も
最
も
長
い
歴
史
を

誇
り
、韓
国
の
大
学
の
国
際
化
を
リ
ー

ド
す
る
名
門
大
学
で
す
。2
0
0
7
年

よ
り
始
ま
っ
た
相
互
交
流
は
、お
互
い
の

学
生
が
自
国
以
外
の
歯
学
や
生
活
に
つ

い
て
直
接
意
見
交
換
が
で
き
る
、と
て
も

貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
学
の
臨
床
薬
理
学
講
義

（
第
3
学
年
）に
は
全
国
の

歯
学
部
に
先
駆
け
て
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
演
習
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。薬
理
学
を
学
ん
だ
学
生
た
ち

が
互
い
に
、患
者
・
家
族
役
に
扮
し

て
治
療
薬
に
対
し
て
質
問
し
た
り
、

歯
科
医
師
役
に
な
っ
て
薬
物
治
療

方
針
を
説
明
し
た
り
し
ま
す
。宮

崎
大
学
医
学
部
の
柳
田
俊
彦
教

授
の
指
導
の
も
と
、学
生
た
ち
は

真
剣
に
役
割
を
演
じ
、ベ
ス
ト
プ
レ

イ
ヤ
ー
賞
を
互
選
し
て
そ
の
成
果

を
讃
え
合
い
ま
し
た
。

本

岡
医
療
短
期
大
学
の
第
16
回
卒
業
式
が
3

月
11
日
午
前
10
時
か
ら
福
岡
歯
科
大
学

本
館
講
堂
で
執
り
行
わ
れ
、歯
科
衛
生
学
科
80
人
、

保
健
福
祉
学
科
33
人
の
卒
業
生
に
対
し
栢
豪
洋

短
大
学
長
よ
り
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、専
攻
科
口
腔
保
健
衛
生
学
専
攻
の
24
人
に

は
、修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、独
立
行
政

法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の
定
め
る
学
修

成
果
・
試
験
の
審
査
に
合
格
し
、「
学
士（
口
腔
保

健
学
）」の
学
位
記
も
併
せ
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

福

田中芳彦教授の研究課題が第46回倉田奨励金に採択されました。

臨
床
薬
理
学
講
義（
第
3
学
年
）に
て

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
演
習
を
行
う

卒業式
修了式

第
16
回 

短
期
大
学
卒
業
式
・

第
15
回 

短
期
大
学
専
攻
科
修
了
式

益財団法人 倉田記念日立科学技術財団による平成25
年度・第46回倉田奨励金贈呈事業の交付対象が決定

し、田中芳彦教授（感染生物学分野）の研究課題「病原微生
物の抗原エピトープに着目した歯周病の診断と治療を目指した
新技術の開発」が採択されました。

公

石橋 玲奈
増田 百恵
石井 美紀

《理事長賞》
《学長賞》

学業成績優秀者
■歯科衛生学科

藤木 翔子
川勝 順子
髙松 久美子

《理事長賞》
《 学長賞 》
《介養協会長賞》

■保健福祉学科
専攻科学位取得者（24人）
有尾 優
岩下 琴美
川添 愛
古瀬 惠

倉田奨励金贈呈事業は、科学技術の振興を通じて豊かな社会
の構築に貢献することを目的に、自然科学分野で基礎的・応用
的研究を行う研究者に研究助成金の交付を行う事業であり、
25年度は採択率18.3%という厳しい審査を経て研究課題が
採択されました。

慶
煕
大
學
校
歯
科
大
学
の

学
生
訪
問
団
来
学

た

の

来 学演 習

近藤 美紀
坂元 ひろ子
佐藤 祥
重冨 志織

靜岡 里紗
瀨野 文
武内 美奈
辻田 早智

徳重 由香
豊田 杏奈
中西 愛里
中野 六月

永松 由香理
中村 祥子
名越 彩乃
濵口 詩織

藤田 久子
藤野 愛美
松山 唯
吉武 成美

答辞を述べる
歯科衛生学科
卒業生代表
石橋 玲奈さん

答辞を述べる
保健福祉学科
卒業生代表
藤木 翔子さん
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病院の活性化と管理運営体制強化のため、新設さ
れた医科歯科総合病院副病院長と学生研修セン
ター主事が次のとおり決定しました。任期は副病院
長が平成26年4月1日から2年間、学生研修センター
主事が平成26年4月1日より1年間（残任期間）です。

平成26年度福岡歯科大学客員教授・准教授

新任・昇任教員紹介

荒川 周幸
石井 香
上田 秀朗
久芳 陽一
小栁 進祐
下田 恒久
住吉 周平
田畑 修

あらかわ歯科・矯正歯科クリニック・院長
いしいかおり小児歯科・院長
うえだ歯科医院・院長
くば小児歯科医院・院長
小栁歯科医院・副院長
中央歯科・口腔外科クリニック・院長
スミヨシ歯科口腔外科こども歯科・院長
田畑歯科医院・院長

大村 祐進
大森 桂二
榊 恭範
白石 和仁
原口 尚大
山田 潤一
吉永 修

おおむら歯科医院・院長
大森歯科医院・院長
さかきデンタルオフィス・院長
白石歯科医院・院長
博多歯科クリニック＆博多インプラントセンター・院長
福岡天神インプラントクリニック・院長
吉永歯科医院・院長

土屋 嘉都彦
中 四良
中牟田 博敬
中村 芳明
長島 義之
橋本 敏昭
松永 興昌
森 智昌
米津 康一

土屋デンタルクリニック
中歯科医院・院長
熊本大学医学部医学科臨床教授
大分県済生会日田病院
長島病院歯科
はしもと小児歯科医院・院長
松永歯科クリニック審美・インプラントセンター薬院・院長
森歯科小児歯科医院・院長
口腔診断サービス

客員教授
井口 八郎
大慈弥 裕之
久保 真一
白日 高歩

元京都大学・教授
福岡大学医学部・教授
福岡大学医学部・教授
医療法人福西会福西会病院・理事長 兼 病院長

福田 仁一
宮本 新吾
山内 三男

奥田 貫介

九州歯科大学・名誉教授
福岡大学医学部・教授
ノースキャロライナ大学・教授

奥田・二子石法律事務所・弁護士
客員准教授

関口 睦夫

内藤 正俊
中山 宏明
西間 三馨

福岡歯科大学・客員教授

福岡大学・副学長
九州大学・名誉教授
福岡女学院看護大学・学長

TAKAHASHI
MASAYUKI

フランス国立科学研究機構ナント大学
共同研究所・タンパク機能部門長

平成26年度福岡歯科大学臨床教授・准教授

新役職教員等紹介

臨床教授 臨床准教授

阿南 壽
（歯科保存学分野・教授）

廣藤 卓雄
（総合歯科学分野・教授）

大星 博明
（内科学分野・教授）

学
生
研
修
セ
ン
タ
ー
主
事

副
病
院
長

《略歴》東北大学歯学部卒。同大学院歯学研究科博士課程
修了。東北大学歯学部助手、米国国立衛生研究所
（NIH,NIAMS）Postdoctoral Fellow, 東北大学大学院歯学
研究科助教、米国南カルフォルニア大学Postdoctoral 
Fellow, 福岡歯科大学助教、同大学講師を経て平成26年4月
1日福岡歯科大学准教授に昇任。博士（歯学）。宮城県出身。

准教授 畠山 雄次
機能構造学分野

教育は解剖学を、
研究はシグナル
伝達因子による
硬組織形成過
程制御をテーマ
として行っていま
す。学生が講義

や実習で得た知識を統合体系化し、
疑問を主体的に探求・解決する手伝
いをしていきたいと考えています。

昇任

《略歴》福岡医療短期大学歯科衛生学科卒業・
専攻科修了。福岡歯科大学医科歯科総合病院、
一般開業医、介護老人福祉施設、福岡医療短期
大学歯科衛生学科助教を経て、平成26年4月1日
福岡医療短期大学歯科衛生学科講師に昇任。
福岡県出身。

福岡医療短期大学 歯科衛生学科

大学病院、一般
開業医、高齢者
施設での勤務
経験を活かし、
常に進化し続け
る歯科医療に
ついて学び、歯

科衛生士教育に尽力していきたいと
思っております。宜しくお願い致します。

昇任

《略歴》福岡大学医学部卒。同大学耳鼻咽喉科
入局。国立病院九州がんセンター厚生技官、西オ
ーストラリア大学生理学教室留学、福岡大学医学
部耳鼻咽喉科講師、福岡大学筑紫病院耳鼻いん
こう科講師を経て、平成26年4月1日福岡歯科大
学講師に就任。博士（医学）。山口県出身。

耳鼻咽喉科学分野

専門分野である
嚥下を中心に
今までの経験を
いかして、歯科
大学ならではの
検査や治療の
体系を構築して

いこうと思います。また、ポリープや声
帯麻痺などの音声外科的治療に関
しても積極的に行っていきます。

講師 黒木 まどか

新任 新任講師 山野 貴史

《略歴》東京歯科大学卒。同大学院歯学研究
科修了。東京歯科大学口腔外科学講座講師、
帝京大学医学部形成・口腔顎顔面外科学講
座講師を経て平成26年4月1日福岡歯科大学
講師就任。博士（歯学）。大阪府出身。

口腔外科学分野

顎関節症を専
門に診療・研
究・教育に携わ
ってまいりました。
これまでの経験
を活かし、顎関
節症のオーダー

メード治療、本症の病態解明および
学生教育に力を入れたいと思います。
御指導、御鞭撻を宜しく御願いします。

講師 米津 博文

《略歴》九州大学農学部卒。同大学院博士課程
修了。京都大学COE研究員、福岡歯科大学機能
生物化学講座感染生物学分野助教を経て、平成
26年4月1日福岡歯科大学講師に昇任。博士（農
学）。長崎県出身。

感染生物学分野

う蝕、歯周病、カ
ンジダ症などの
口腔感染症に
関して、病原微
生物と宿主の
免疫応答に関
する研究と教育

に従事してきました。これからも研究と
教育を通して本学が掲げる「口腔医
学」の推進に貢献したいと思います。

昇任 講師 永尾 潤一

《略歴》大阪大学歯学部卒。岡山大学医員、助手、
国立療養所邑久光明園歯科医長、岡山大学講
師、福岡歯科大学准教授を経て平成26年3月1日
福岡歯科大学教授に昇任。博士（歯学）。愛媛県
出身。

教授 永井 淳

福岡歯科大学・福岡医療短期大学
地域連携センター

地域医療に携
わる多くの職種
の方々と連携し
ながら、地域住
民の皆さんに口
腔医学の成果
を還元して、「口

から元気になっていただく」ことを目指
して、微力を尽くす所存です。倍旧の
ご指導ご支援をお願い申し上げます。

昇任

《略歴》九州歯科大学歯学部卒。久留米大学医
学部口腔外科学講座、柳川リハビリテーション病
院歯科口腔外科、久留米大学医学部歯科口腔
医療センター講師を経て、平成26年4月1日福岡
歯科大学口腔医療センター講師就任。博士（医
学）。福岡県出身。

口腔医療センター

8年間の出向で
臨床ばかりにな
っていましたが、
1例1例を大切
にし、研究、教
育にも積極的に
携わっていきた

いと思います。

新任 講師 青木 将虎

《略歴》福岡歯科大学歯学部卒。福岡歯科大学
口腔・顎顔面外科学講座助教、口腔医療センター
医員を経て、平成26年4月1日福岡歯科大学講師
に昇任。博士（歯学）。佐賀県出身。

口腔医療センター

本学卒業以来、
口腔外科の臨
床に従事してま
いりました。これ
までの経験を活
かし、臨床・教
育・研究の場に

おいて本学ならびに口腔医療センタ
ーの発展に貢献できるよう一層の努
力をしてまいります。

昇任 講師 中山 敬介
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福岡医療短期大学
父兄後援会長改選

平成26年度
学友会総務委員長決定

おつかれさまでした。定年退職を迎えて

4月8日、福岡医療短期大学入学式に引き続いて開
催された父兄後援会総会において、歯科衛生学
科父兄後援会長に、乕谷 真氏が、保健福祉学科
父兄後援会長に扇 千雪氏がそれぞれ選任されま
した。

昭和４９年４月に福岡歯科大学
歯科理工学講座の助手として
赴任してから４０年間が経過しま
した。３年前に再生医学研究セ
ンターの所属となりましたが、歯
科理工学時代と変わりなく有意
義に過ごせました。これも教職員
の皆様のお陰と心より感謝して
います。そして、本学の今後益々
の発展を祈念いたします。

公益社団法人日本矯正歯科学会の
理事長に、石川博之教授（矯正歯
科学分野）が2月27日付で就任しまし
た。1926年に設立された同学会は、
歯科矯正学・矯正歯科臨床の進歩・
発展を目的にし対外的にも日本を代
表する学会であり、日本各地の矯正
歯科医を中心に、6400名を超える会
員により構成されています。なお、就
任期間は2年間です。

任期満了に伴う福岡歯科大学学友会総務委員長の改選が1月
16日に行われ、第5学年錦織拓馬さんが総投票数472票中407票
（86.2％）の信任票を獲得。4月1日付けで平成26年度学友会総務
委員長に就任しました。

第5学年
錦織 拓馬 さん

歯科衛生学科
父兄後援会長
乕谷 真 氏

保健福祉学科
父兄後援会長
扇 千雪 氏

石川博之教授が
公益社団法人日本矯正歯科学会
理事長に就任

教授 福島 忠男

再生医学研究センター

福岡歯科大学の吉田穰名誉教授が
2月3日に逝去されました。同氏は昭
和48年に福岡歯科大学教授に就
任。図書館長、附属病院長を歴任さ
れ、平成元年からは本学園の評議員
として学園及び大学の発展のため尽
力。平成2年に
福岡歯科大学
名誉教授の称
号が授与されま
した。また、平成
13年には勲四
等瑞宝賞を受
賞されました。享
年89歳。合掌。

吉田 穰名誉教授ご逝去

昭和51年1月に福岡歯科大学
口腔病理学講座助手に採用さ
れて以来38年3か月間、教育、
研究、病理診断に携わり充実し
た学究生活でした。多くの教職
員の皆様にご指導いただき、心
より感謝申し上げます。本学の
益々のご発展を祈念いたします。

教授 谷口 邦久

生体構造学講座
病態構造学分野

福岡歯科大学在職中は歯科のこ
とをほとんど知らず、平成9年に福
岡医療短期大学に異動し、卒業
研究を通じて歯科分野を知りました。
実験も学生実験のレベルであるが、
歯科領域で実験的研究の科研費
を獲得できたことは、栢学長はじめ
とする短大勉強会の御蔭だと感謝
申し上げます。本学園の今後益々
の御発展を心より祈念致します。

教授 知念 正剛

福岡医療短期大学
保健福祉学科

福岡歯科大学開学の昭和48年
4月に事務職員として採用されまし
た。当時の大学の地名は、福岡市
西区大字田700番地、地名のと
おり周りは田んぼだらけでした。あ
れから41年、周りの景色もキャン
パスも様変わりしました。役員・教
職員の皆さんの頑張りがあってこ
その結果だと思います。これからの
益々の発展を祈念いたします。

香月 俊博

学校法人福岡学園
事務局次長

※参照
　公益社団法人日本矯正歯科学会ホームページ http://www.jos.gr.jp/

本学の画像診断学分野元助教授
で、2006年3月に定年退職された和
田忠子先生が、日本歯科医学会会
長賞（地域歯科医療部門）を受賞し
ました。この賞は、地域歯科医療に
30年以上従事し、地域において指
導的な役割を担い、地域社会の歯
科保健衛生の向上に著しい功労が
あったと認められた方
に贈られるものです。
この度の受賞を心より
お祝い申し上げます。

本学の画像診断学分野元助教授
和田忠子先生
日本歯科医学会会長賞受賞

えて

※福島忠男教授は同センター特任教員(教授）、知念正剛教授は同短期大学特任教員（教授）、香月俊博次長は同事務局次長（嘱託職員）として平成26年度もお願いしております。
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　大学の第三会議室から背振山
を眺めると、ヒッグス粒子で話題に
なった加速器を思い出します。リニ
アコライダーという加速器を背振山
に誘致しようという計画があります。
加速器で何がわかるかというと、素
粒子の性質、つまり宇宙や物質の
根源です。背振山で物質の根源、
つまり存在とは何かが追求されるの
です。アインシュタインはノーベル物
理学賞を受賞していますが、その受

賞理由は有名な相対性理論では
なく、「光量子仮説」でした。光（光
子）は波ではなく粒子だと証明した
のです。さらに「光量子仮説」がそ
の発展の礎となった量子論では、
物質、つまり存在には粒子と波（物
質波）との２面性があることがわか
りました。波は時間とともに変化し
て、実体としてとらえどころがありま
せん。一方、相対性理論も時間を
空間と同列においた理論です。つ

まり、両理論とも存在は時間と結び
ついていることを示しています。
我々の存在の一面は“波（＝時
間）”と考えることはできないでしょう
か。ちょうど心身二元論で、肉体と
は別に精神というとらえどころがな
い実体があるのと同じようにです。
人間の本質が波であれば、あなた
の隣に座っている人の気分にムラ
があるのも、人生山あり谷ありも納
得できるのではないでしょうか。

第1回 地域連携推進協議会を開催
月29日、福岡歯科大学本館2階第1会議室において、第1回地域
連携推進協議会を開催しました。当協議会には福岡県と福岡市

早良区の関係者、福岡県と福岡市の医師会、歯科医師会及び早良区
自治組織連絡協議会、並
びに同窓会の代表等が委
員として参加し、昨年発足
した福岡歯科大学・福岡医
療短期大学地域連携セン
ターの今後の活動等につ
いて協議が行われました。

1

再生医学研究センターシンポジウムシンポジウム

月6日、本館5階504講義室において、平成25年度第4回再生医学
研究センターシンポジウムが開催されました。今回は、九州大学・

先導物質科学研究所・分子集積科学部門・医用生物物理化学分野、
木戸秋悟教授による「細胞操作メカノバイオマテリアル」をテーマにした
講演と、東北大学・原子分子材料科学高等研究機構、下村政嗣教授に
よる「今、何故、バイオミメティクスなのか？：古くて、新しい、学際領域研
究の現代的意義」をテーマにした講演が行われました。参加した大学院
生、教職員は再生医療の最新の研究成果に熱心に聞き入っていました。

2

歯科医師臨床研修がスタート研修

月1日、平成26年度歯科医師臨床研修開始式が執り行われ、50人
が辞令を受け研修歯科医として研修を開始しました。研修プログラ

ムは、単独型・複合型があり、4月6日には複合型プログラムを選択した研修
歯科医と協力型臨床研修施設代表者との面談会があり、出向先がきまりま
した。単独型では口腔医療センターでの研修も行われます。

4

福岡医療短期大学 歯科衛生学科登院式福登院式

月10日、福岡歯科大学本館講
堂にて平成26年度福岡医療短

期大学歯科衛生学科登院式が執り行
われました。同学科新3年生93名は、
来賓、法人役員、教員、在学生、父兄
等が見守る中、名前が呼ばれると緊張
した面持ちで一人ひとり檀上に上がり、
栢短大学長から戴帽を受けました。い
よいよ医科歯科総合病院での臨床実
習が開始され、歯科衛生士に向けて
の実践的な第一歩が始まりました。

4

にこにこウォーキング＆ジョギング2014を開催イベント

月6日、地下鉄七隈線沿線三大学連絡協議会主催の「にこにこウォー
キング＆ジョギング2014」が昨年に引き続き開催されました。このイベント

は中村学園大学、福岡大学、本学の三大学が、スポーツ、医療、栄養という分
野の専門性を活かし、地域の健康づくりや疾病予防等を通じて地域社会に
貢献することを目的として開催されました。当日は、福岡大学陸上競技場にお
いて、福岡大学スポーツ科学部田中宏暁教授が体への負担が少ないジョギ
ング等を指導。参加者約70名は教わったジョギングのポイントを実践しました。

4

共用試験 共用試験（CBT・OSCE）実施
床実習前の第4学年83人は平成25年度共用試験として2月25日
にCBT「知識・思考力（問題解決能力）を問う多肢選択式試験

でコンピュータを使った試験」並びに3月2日にOSCE「技能・態度を客観
的に評価する臨床能力試験」を受験しました。この共用試験は、診療参
加型臨床実習に参加する学生に必要とされる基本的知識と問題解決
能力、基本的技能と基本的態度を評価するために全国すべての歯学
部で実施されるものです。

臨

木戸秋教授 下村教授

New Sophiaコラム「水の如し」

「相対性理論と量子論」

協議会

Events 学園行事
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成
26
年
2
月
2
日（
日
）、福
岡
歯
科

大
学
口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
2
回
臨
床
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー「
ホ
ワ
イ

ト
ニ
ン
グ
か
ら
始
め
る
審
美
歯
科
」を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、昨
年
開
催
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
第
2
弾
で
、今
回
も
九
州
各
地
か
ら

多
数
の
歯
科
医
師
、歯
科
衛
生
士
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
午
前
は
、福
岡
歯
科
大
学
口
腔
・
顎
顔
面

外
科
学
講
座
口
腔
顔
面
美
容
医
療
セ
ン
タ
ー

の
大
野
知
子
先
生
か
ら「
デ
ジ
タ
ル
シ
ェ
ー
ド

テ
イ
キ
ン
グ
と
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
」に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
い
た
後
、実
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
咬
合
修
復
学
講
座
の
先
生
方
の

指
導
の
下
、参
加
者

が
2
人
1
組
に
な

り
相
互
実
習
を
行

い
ま
し
た
。実
習
で

は
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

前
後
の
写
真
を
比

較
す
る
だ
け
で
な

く
、歯
の
色
調
を
数

値
化
す
る
こ
と
で

客
観
的
な
評
価
が

得
ら
れ
、理
解
し
や

す
い
こ
と
か
ら
大
変

好
評
で
し
た
。

　
午
後
は
、松
永
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
福

岡
歯
科
大
学
咬
合
修
復
学
講
座
冠
橋
義
歯

学
分
野
臨
床
教
授
の
松
永
興
昌
先
生
に

「
ホ
ー
ム
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
」の
概
要
、臨
床
的

手
技
や
最
新
情
報
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
、活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、白

く
輝
い
た
歯
で
美
し
い
口
元
を
得
る
こ
と
が
、

患
者
自
身
の
高
い
満
足
感
と
自
分
の
歯
を
守

る
意
識
向
上
に
つ
な
が
り
、更
な
る
審
美
歯

科
治
療
へ
と
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
た
大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー

で
し
た
。

同 窓 生 か ら の 手 紙

　宮口巖同窓会会長より、本部同窓会の理事を仰せつかり10年が経過
いたしました。
　学術活動は、講演会・セミナーの開催、学術渉外、学術振興事業、学内
同窓生研究内容調査、各地区同窓会学術事業の推進とあり、時世にあわ
せた情報を同窓に発信・提供することを目標に、ホットな情報収集とメーカー
主導でない公平な客観的観点で活動しております。しかし、企画のタイミン
グは、実に難しいことを実感しております。
　ここ4年間は臨床系の各研究室に学術理事を配属し、専門分野の情報
が立案・企画に反映できるように組織化を進めてきました。また、昨年度より
過去にない毎月の定例委員会を開催したことで、学術委員会の方向性が
より具現化し、新たな企画として平日の夜ではありますが、福岡歯科大学口

腔医療センターの研修室をお借りし、「臨床スキルアップセミナー」のスター
トと日曜日の臨床セミナーとして2回目となる「審美から始まるホワイトニン
グ」をそれぞれ開催することがきました。この紙面をお借りし、本学園には心
より厚くお礼申し上げます。
　今年度の事業は、「臨床スキルアップセミナー」で抜歯・MTM・義歯（総
義歯）、第5回ICOI Fellowship取得コース、臨床セミナー「審美から始まる
ホワイトニング」の開催を予定しております。
　北村憲司学長が勧めておられますポストグラジュエート構想の充実には、
同窓会学術のみではなく同窓会として積極的な協力をしていくことが肝要
であると考えております。
　母校とともに同窓会も成熟して、貢献できる同窓会を目標に学術委員会
活動の充実・発展に邁進し、同窓会会員に益する情報や歯科治療技術
等の提供を実践することが重要であると考えておりますので、今後とも同窓
各位のご協力を宜しくお願いいたします。
　末筆になりますが、福岡学園の諸先生方ならびに同窓生各位のご健康
とご発展を衷心よりご祈念申し上げます。

　こんにちは、福岡歯科大学27期卒業の伊藤と
申します。卒後、約10年が経過しました。1年程前
より、父の病院をリニューアルし、熊本市内にて診療に励んでおります。
　実家で親とともに働くようになり、仕事と趣味の双方を充実させるべく
意識しています。日頃行っている趣味として、ジム等で運動したり、旅行に
行ったり、友達と食事を楽しんだり…と、多岐に及びますが、その中でも大
学時代の先輩後輩とのイベントには、なんとか時間を作ってでも参加する
ようにしています。
　そんな中最近では、大学時代の部活の先輩の一声で走る事の好きな
8人が集合し、今年3月に福岡で行われたスイーツマラソンに出場してき
ました。近年のマラソンは仮装姿で参加可能な大会などが増えてきており、
ただ走るのではなく色々な楽しみ方を提供する大会が増えています。今回
の大会は、チームでフルマラソンをリレーする競技で、競技中のコースの

中に給水所ならぬ「給スイーツ所」なるものが設けられているのが特徴で
す。和菓子、ケーキ、チョコレート、カステラ、ジェラート、ゼリー、クッキー、
駄菓子など200種類以上のひとくちスイーツを途中で食べる事が出来て、
甘い物が好きな女性から初心者まで気兼ねなく楽しめる大会でした。結
果は、約350チームの中で90位となかなかの好成績でした。
　我々歯科医師は、
様々な患者さんの様々
な口の中の状態に対
してそれぞれにあった
治療をしていると思い
ます。日々の診療は、
体力も細かな作業をこ
なす集中力も要します。
この仕事からの疲れを、
体力造りや趣味を楽し
むことでリフレッシュし、
健康な日々を送れるよ
うにしています。

卒 業 生 N O W

学術常務理事 岩本 憲明（2期生）

平

ワークライフバランス

福岡歯科大学同窓会
学術委員会活動を振り返って

福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
主
催
第
31
回
臨
床
セ
ミ
ナ
ー

「
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
か
ら
始
め
る
審
美
歯
科
」

第
2
回
臨
床
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

伊藤 和之（27期生）

学
術
理
事 

久
原 

佐
知
子（
17
期
生
）

■
松
永
歯
科
ク
リ
ニッ
ク
院
長

　
福
岡
歯
科
大
学
咬
合
修
復
学
講
座

　
冠
橋
義
歯
学
分
野
臨
床
教
授

　
松
永 

興
昌
先
生（
16
期
生
）

■
福
岡
歯
科
大
学
口
腔
・
顎
顔
面
外
科
学
講
座

　
口
腔
顔
面
美
容
医
療
セ
ン
タ
ー

　
大
野 

知
子
先
生

講
　
師
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Hi! From Clinic クリニックからこんにちは！

N e w  S o p h i a    10

卒
後
10
年
を
超
え
て

染
矢 

貞
之 

（
25
期
生
／
そ
め
や
歯
科〈
福
岡
県
久
留
米
市
〉）

選
択
を
し
ま
し
た
。私
は
開
業
す
る
時
決

め
て
い
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
掃
除
と
挨
拶
だ
け
は
し
っ
か
り
や
っ
て

い
こ
う
」

　

待
合
室
の
ト
イ
レ
は
必
ず
俺
が
毎
朝
掃

除
す
る
か
ら
と
ス
タ
ッ
フ
に
約
束
し
、み
ん

な
も
掃
除
と
挨
拶
だ
け
は
頑
張
っ
て
欲
し

い
と
頼
み
ま
し
た
。そ
れ
が
今
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た「
患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
医

院
」み
ん
な
に
共
通
す
る
こ
と
だ
っ
た
か
ら

で
す
。一
番
大
切
な
も
の
を
学
ば
せ
て
頂
い

た
と
今
ま
で
雇
っ
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

隣
の
芝
生
は
青
く
見
え
る
と
い
う
よ
う

に
、輝
い
て
見
え
る
同
級
生
も
よ
く
聞
く

と
そ
れ
ぞ
れ
口
に
言
え
ぬ
苦
労
を
し
て
い

ま
し
た
。私
は
そ
う
い
う
同
級
生
に
囲
ま

れ
て
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

次
の
10
年
、み
ん
な
に
胸
を
張
っ
て
会
え

る
よ
う
に
一
日
、一
日
を
し
っ
か
り
患
者
さ

ん
に
向
き
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
た
、そ
ん
な
同
窓
会
で
し
た
。

成
24
年
12
月
に
通
町
で
開
業
し
ま

し
た
染
矢
貞
之
で
す
。4
月
か
ら

卒
後
12
年
目
に
突
入
し
ま
す
。

　

先
日
、福
岡
歯
科
大
25
期
生
同
窓
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。10
年
を
超
え
る
と
同
級
生

で
も
歩
ん
で
い
る
道
は
様
々
で
す
。親
御
さ

ん
の
跡
を
と
っ
た
同
級
生
、外
国
に
留
学
し

て
い
る
同
級
生
、分
院
長
や
院
長
の
片
腕
と

な
っ
て
い
る
同
級
生
、結
婚
し
て
開
業
し
て
い

る
同
級
生
。歯
科
は
科
目
で
い
え
ば
一
般
、

小
児
歯
科
、矯
正
歯
科
、歯
科
口
腔
外
科
、

4
つ
。こ
れ
だ
け
の
筈
な
の
で
す
が
歩
ん
で

い
る
道
は
1
0
0
人
1
0
0
様
な
の
で
す
。

人
生
い
ろ
い
ろ
、歯
科
人
生
も
い
ろ
い
ろ
で

す
。大
学
で
教
授
の
片
腕
に
な
っ
て
多
く
の

知
識
や
名
声
を
得
た
同
級
生
、外
国
に
留

学
し
て
な
か
な

か
学
べ
な
い
技
術

や
知
識
を
身
に

付
け
た
同
級
生

が
輝
い
て
見
え

ま
し
た
。

　

私
は
と
言
え

ば・・・
、何
軒
も
の

歯
科
医
院
の
院

長
先
生
方
に
多

く
の
教
え
を
請

う
て
き
ま
し
た
。

で
、10
年
目
。
私

は
、開
業
と
い
う

25
期
生
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歯
科
医
人
生

平

感
謝

大
谷 

美
保 

（
12
期
生
／
大
谷
美
保
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク〈
福
岡
市
中
央
区
〉）

生
の
お
母
様
が
私
と
同
い
年
と
聞
い
て
驚
き

ま
し
た
。

　

現
在
、開
業
し
て
8
年
に
な
り
ま
す
が
、

本
当
に
実
感
し
て
思
う
事
は
ス
タ
ッ
フ
の
大

切
さ
で
す
。私
が
出
産
休
暇
で
2
カ
月
休
ん

で
い
た
時
も
、代
診
の
先
生
及
び
ス
タ
ッ
フ
の

尽
力
無
し
に
は
、と
て
も
安
心
し
て
出
産
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。も

ち
ろ
ん
ず
っ
と
良
い
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
く
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、結
婚
し
て
辞
め
た
り
、ト

ラ
ブ
ル
は
数
々
あ
り
ま
す
が
、ス
タ
ッ
フ
を
育

て
る
と
い
う
事
が
ど
れ
だ
け
大
変
か
身
に
し

み
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

又
、自
分
の
技
術
の
向
上
も
目
指
し
た
い

と
思
い
、W
D
C
や
元
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
、そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
講
習
に
行
か
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
が
、あ
と
20
年
若
か
っ
た
ら
も
っ
と
も

っ
と
勉
強
で
き
た
の
に
と
悔
し
い
思
い
ば
か

り
で
す
。本
当
に
歯
科
医
と
し
て
開
業
医

と
し
て
焦
る
ば
か
り
で
す
が
、自
分
な
り
に

日
々
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、日
曜
の
度
に
講
習
会
に
行
き
、平

日
も
朝
か
ら
夜
ま
で
の
仕
事
で
、子
供
に
は

寂
し
い
思
い
を
さ
せ

て
い
ま
す
。少
し
は

家
庭
も
省
み
な
け

れ
ば
と
反
省
し
て
い

ま
す
。

　

私
が
働
け
る
の
は
、

本
当
に
ス
タ
ッ
フ
、家

族
の
お
か
げ
で
す
。

感
謝
。感
謝
。

様
、こ
ん
に
ち
は
。12
期
生
の
大
谷

美
保
と
申
し
ま
す
。私
は
山
口
県
の

出
身
で
す
が
、福
岡
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
か
ら
離
れ
難
く
、ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
の
近

く
で
開
業
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
、保
存
科
に
2
年
間
在

籍
し
、松
尾
繁
教
授
に
御
指
導
頂
き
ま
し

た
。そ
の
後
は
、福
岡
と
山
口
の
開
業
医
に

十
数
年
勤
務
し
、実
績
を
つ
み
現
在
に
至
り

ま
す
。

　

私
は
皆
様
よ
り
何
で
も
出
発
が
遅
く
、

開
業
も
遅
か
っ
た
の
で
す
が
、結
婚
も
遅
く

出
産
も
超
高
齢
出
産
で
し
た
の
で
、娘
は
ま

だ
3
才
で
す
。こ
の
間
開
業
さ
れ
た
若
い
先

ス
タ
ッ
フ
の
大
切
さ

皆

院内にて診療中

25期生同窓会
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FROM  PARENTS保護者様からのメッセージ

FROM  STUDENTS学生からのメッセージ

　プロ野球選手の育成に定評のある野村さんの言葉です。予期せぬ人生の
苦境は誰もが経験する事であり、それを乗り越えたとき人生の糧となり、大きな
成長につながります。
　親ばか覚悟で、これから娘の事を紹介いたします。高校は進学校でもなく何
とか福岡県歯科医師会立衛生学校に入学しました。卒業する半年前に歯科
医師である父親が急性心筋梗塞のため他界しました。その時期、私は娘の悲
しみや不安にかまう暇も余裕もなく診療所の存続をかけ東京で必死の思いで
仕事をしていました。衛生士国家試験を控える中、歯科医師会の先生方が温
かく見守ってくださり、診療後も合格のため勉強を教えてくださいました。今でも
先生方にはなにかと相談や励ましをいただいております。1年間、衛生士として
勤務した後、先生方の母校への進学を勧められました。とても合格出来る能
力はなかったのですが、本人の努力と運も味方に合格できましたが、1学年の
時、基礎学に苦しみ留年しました。やっと春より5学年に進級いたします。多く
の学生が自分より年下、ましてや進学校卒の優秀な学生の中でよく努力した
と思います。
　もちろん見守り続けてくださる先生方や福岡歯科大学
教授をはじめ多くの方々のおかげです。まだまだ未熟な娘
ですが、逆境を乗り越える力を身に付け、恩義や決して何
事も諦めてはいけないという事を学びました。
　これから国家試験を控え、すぐれた技術だけでなく患
者様への思いやりや温かな心を持ち、細やかな配慮が
できる歯科医師の誕生を期待したいと思います。

錦織 拓馬（大学5年）

諦めはすべての可能性を駄目にする
　歯科医師になって29年が経ちました。歯科医院を開院した時、
娘は1歳半でした。その娘が今、歯科医を目指して頑張っています。
　振り返って思うと、ただただがむしゃらに日々を生きて来た様に
感じます。20年が経った現在でも、色々な患者さんが来られます。
十人十色、私にとってはそれだけでとても大変な出来事のような
気もします。
　でも患者さんにしてみれば、相手は私1人。1対1の関係です。
こんなに大事な事を、時々ふと忘れそうになる瞬間があります。1
番大切な事は、患者さんにとって私は、全てを預けて頼っている存
在であるという意識を持ち続けるという事。この事さえ忘れなけれ
ば、やらなければならないことが自然と見えてくるような気がします。
　まだまだ良い時代だったのかもしれません。今の学生諸君は大
変だと思います。ただ、周囲のアドバイスがあったにせよ、自分で
選んできた道ですから、やるべき事、目指すべき処ははっきりしてい
るはずです。それより優先されるものはないと思います。
　できるだけ早く、20年後30年後の自分の姿
を動画でイメージして、それに向かってより短期
的、具体的な目標を決めて実行していく。絶え
ずそれを繰り返していけば夢は現実に近づくと
思います。
　皆さん、頑張って下さい！ 池田 弘 様

（父兄後援会評議員）

振り返って思うこと

　今年度、5年生になり総務委員長を新しく勤める
ことになりました錦織拓馬です。自分なりにこの福

岡歯科大ですごした４年間を振り返り、みなさまにこの場をお借りして
伝えたいと思います。
　私がこの大学で感じたことは学校全体の絆がとても強いことです。
1学年約100人が1クラスで過ごしますので同じ学年の仲間達とは学
校生活、プライベートやテストの勉強などでとても良い刺激をもらい互
いに高めあいながら生活しています。特に勉強面では4年生の最後で
受けたCBTやOSCEで、1人ではなくみんなで頑張っているのだと感じ
ることができ、みんながいることの頼もしさを感じながら戦うことができま
した。
　また、他学年とも部活動などを通じて繋がっています。私は野球部
に所属していまして、とても優しい先輩・後輩に囲まれながら野球がで
きています。先輩からは野球はもちろんのこと、学校生活での不安や
勉強の分からないことなど相談に乗ってもらい、そのおかげで不安を取
り除くことができました。後輩は自分のすることについてきてくれるだけ
でなく、自分が大変な時には支えてもくれる優しくて可愛い後輩ばかり
です。特に夏にはオールデンタルという全国大会があり、それに向けて
時に衝突しながらもみな一所懸命に練習を重ね、頑張っています。一
昨年には16年ぶりの優勝という悲願も達成でき今では常勝を目標に
練習しています。
　このようにわが大学では数多
くの絆を感じられ、毎日とても充
実しています。これからも文武
両道をモットーに歯科医師にな
るため頑張りたいと思います。

絆
西原 有紀（大学4年）
　DTP部とは何なのか…入部した当初は私にもわ
からず、しかし私自身絵を描くことが好きであり、パソ
コンで描くデジタルイラストにも興味がありました。
　部活動勧誘時期の昼休みには多くの先輩方が1年生の教室を訪
れます。が、部活をするつもりもなかった私には関係ないこと、その時も
ノートに向かい絵を描いていたところをDTP部の先輩に勧誘されまし
た。見学程度ならと部室を訪ねてみると…一度使ってみたいと思って
いたペンタブ（ペン型＋画面型の入力デバイス）もSAI（Windows用
ペイントソフト）もあるじゃないですか！中学・高校と吹奏楽部でがんばっ
たので次は部活動には参加せず趣味として絵を楽しみたいと考えてい
たのに「そんなことは関係ない！偶然とか必然とか関係ない！」と入部し
てしまいました。
　DTP部とは何をする部活か？そこはパソコンを使って自分の好きな
こと、やりたいことをやる部活でした。レポートを提出するために使って
もよし、パソコンそのものを組み立ててもよし。でもやっぱりこれは部活
なので、先輩から教わることも、また後輩から教わることもありました。し
かしながらDTP部に入っていたからこそ、忙しくても充実しているのだと
思います。イラストの制作に限らず、学園祭や新入生歓迎会などのイ
ベント…中学・高校の、まさに部活動だけ！楽器を吹くだけ！とはまた違う
良さがありました。
　とはいっても私がDTP部に所属
する本来の目的は、私の趣味であ
り癒しである絵を描くことです。それ
に加えこれからは、絵を介して〈言
葉ではない感情〉を表現できればと
思います。

きっと幸せなことです

吉田 隆子 様
（父兄後援会評議員）
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　最近『りんごかもしれない』という絵本を気に入っています。
変哲のないりんごを「もしかしたらりんごじゃないかもしれない」
と思ってしまったことから広がるイマジネーションの世界。おス
スメです。紙面でお伝えしたように今年も多くの人を送り出し
新しい人びとを迎えました。年度替わりはまた１つ歳を取ったと
実感させられます。いや、もしかしたら若返っているのかもしれ
ない！(笑)大人になってもイマジネーションは大切です。(NT)

今年も満開の桜が
学園を彩りました。
訪れる方々を鮮や
かな桜色がおもて
なししてくれました。

編集・発行／福岡学園広報・受験者対策委員会 広報誌編集部  〒814-0193 福岡県福岡市早良区田村2-15-1   TEL 092-801-0411（企画課：内線509）   平成26年5月12日発行

キャンパス歳時記

お知らせ

編集後記

福岡医療短期大学

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1　福岡医療短期大学入試係　TEL.092-801-0439（直通）　 FAX.092-801-4473
●ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/jcol/　 ●E-mail  gakumuj@college.fdcnet.ac.jp
●携帯電話用ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/jcolhp

問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

平成27年度  入学試験日程

オープンキャンパス開催のお知らせ

福岡歯科大学 同窓生を対象とした
オープンキャンパスを6月1日（日）に開催
　同窓生を対象としたオープンキャンパスを下記の通り開催いたします。当日は
本学在職の同窓生との昼食会も企画しております。同窓生の皆さま、ふるって
ご参加ください。

　本学への入学希
望者をはじめ、そのご
家族や高校・予備校
の先生方を対象とし
たオープンキャンパス
を右記の日程で開催
いたします。お気軽に
ご参加ください。

福岡歯科大学・福岡医療短期大学
平成26年度一般向けオープンキャンパス開催

福岡歯科大学

福岡医療
短期大学

本館9階901教室福岡歯科大学
●施設見学 ●模擬実習 ●本学在職の同窓生および出席教員との昼食会
●大学概要説明 ●入学試験説明 など
福岡歯科大学 学務課 入試係　TEL 092-801-1885（直通）
E-mail gakumu@college.fdcnet.ac.jp

6月1日（日） 10：00～13：00

開催校 実施日

日 時

お問合せ

場 所

内 容

集合場所

7月26日（土）・8月2日（土）

福岡歯科大学

問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1　福岡歯科大学学務課入試係　TEL.092-801-1885（直通）　FAX.092-801-0427
●ホームページURL http://www.fdcnet.ac.jp　 ●E-mail  gakumu@college.fdcnet.ac.jp
●携帯電話用ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/colhp

センター試験利用入試Ⅱ期区　分

募集人員
願書
受付期間
試験日

合格発表日

試験会場

AO入試Ⅱ期 学士等編入学試験一般入試A日程AO入試Ⅰ期 一般入試Ｂ日程

口腔歯学部

約17名 約15名 約47名 約5名 約2名 若干名 若干名約10名

福岡歯科大学試験場 福岡歯科大学試験場
及び東京試験場

H26.8.4（月）
～9.5（金）

H26.10.20（月）
～11.7（金）

H27.3.2（月）
～3.20（金）

H26.10.27（月）
～11.27（木）H27.1.5（月）～1.30（金） H27.2.2（月）～3.5（木）

H26.9.7（日） H26.11.8（土） H27.2.2（月）

H27.2.4（水）午後5時 H27.3.10（火）午後5時

H27.3.6（金）

H26.11.12（水）1次 H26.9.9（火）
2次 H26.10.1（水）

H27.3.23（月） H26.12.1（月）

H27.3.24（火） H26.12.3（水）

福岡歯科大学試験場

センター試験利用入試Ⅰ期推薦・指定校推薦入試

区　分

H26.10.23（木）H26.11.27（木）H26.12.18（木） H27.2.5（木）H27.2.19（木）H27.3.12（木）H27.3.26（木） H26.12.18（木） H27.2.5（木）H27.3.26（木）合格発表日

一般入試 D日程（社会人含む） AO入試（社会人含む） 二次募集一次募集 三次募集一般入試A日程（社会人含む） 一般入試C日程（社会人含む）一般入試B日程（社会人含む）

歯科衛生学科 専攻科・口腔保健衛生学専攻

試験会場 福岡医療短期大学

詳細は
入試係まで
お問い合わせ
ください。

募集人員 約15名約5名約10名約10名 約5名 若干名 若干名 約35名
願書
受付期間
試験日

約5名約15名 若干名

H26.10.18（土）H26.11.22（土）H26.12.13（土） H27.2.1（日） H27.3.6（金）H27.3.25（水） H27.2.1（日）H27.3.25（水）H26.12.13（土）H27.2.12（木）

H26.10.1（水）
～16（木）

H26.11.7（金）
～20（木）

H26.12.8（月）
～11（木）

H27.1.5（月）
～28（水）

H27.2.2（月）
～9（月）

H27.2.16（月）
～3.4（水）

H27.3.9（月）
～23（月）

H26.12.8（月）
～11（木）

H27.1.5（月）
～28（水）

H27.3.9（月）
～23（月）

福岡医療短期大学

公募推薦入試（Ⅰ）公募推薦入試（Ⅱ）指定校推薦入試

区　分

H26.10.23（木） H26.11.27（木） H26.12.18（木） H27.2.5（木） H27.2.19（木） H27.3.12（木） H27.3.26（木）合格発表日

一般入試 D日程（社会人含む） AO入試（社会人含む）一般入試A日程（社会人含む） 一般入試C日程（社会人含む）一般入試B日程（社会人含む）

試験会場

詳細は
入試係まで
お問い合わせ
ください。

募集人員 約5名約5名約10名 約5名 若干名若干名 若干名 約15名
願書
受付期間
試験日 H26.10.18（土） H26.11.22（土） H26.12.13（土） H27.2.1（日） H27.3.6（金） H27.3.25（水）H27.2.12（木）

H26.10.1（水）
～16（木）

H26.11.7（金）
～20（木）

H26.12.8（月）
～11（木）

H27.1.5（月）
～28（水）

H27.2.2（月）
～9（月）

H27.2.16（月）
～3.4（水）

H27.3.9（月）
～23（月）

福岡医療短期大学

公募推薦入試（Ⅰ） 公募推薦入試（Ⅱ）指定校推薦入試

保健福祉学科

5月18日（日）／6月7日（土）・15日（日）
7月12日（土）・25日（金）
8月2日（土）・8日（金）・22日（金）
9月13日（土）・27日（土）／10月18日（土）
11月22日（土）／12月13日（土）


